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We　developed　a　liqUid　crystal　metOr 　using 　backfiow　effcct 血 HAN （Hybrid・AlignmenトNematic）cells．　The　liquid
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回転軸
t．は じめに

　近年，液晶の背流 効果を 利用 した 微小物体駆動法に つ い て の研

究が盛ん に な りつ つ あ る
（1）〜  ．三 枝，古谷 は 液晶デ ィ ス プ レ イ

の 構造と して よ く知ら れ た ね じ れネ マ テ ィ ッ ク構造 を利 用す る

こ とで，微小物体 の 2 次元双方向位置決め が 可能で あ る こ と を報

告 した m ．さ らに，蝶野，辻は，平 行ラ ビン グセ ル に お け る ね じ

れ 角が 180 度 の 超ね じ れ ネ マ テ ィ ッ ク構造 を用 い た モ ータや ア

クチ ュ エ
ータの 可能性を検討 して い る

C2）．しか し，モ ータなど回

転 運動発 生機構に 背流効 果を 用い る 場 合，従来法で は 上 下両基 板

に 円形ラ ビン グ処 理を行い 両ラ ビ ン グ中心を一致 させ る 必要 が

あ っ た。そ の た め，セル 作成に は か な り の 労力 が 必要 と され た．
本 報で は ，

一
方の 基板 に垂 直配 向処理 をす るハ イブ リッ ド配 向

（HAN ）セ ル を用 い る 方法を 提案す る．HAN セ ル を用 い る こ と

で 、ラ ビ ン グ 中心 を 合わ せ る必 要が な くな り、従来 よ り容易 に

液晶モ ー
タ が実現 で き る．

2．原理

　図 1に，HAN セ ル を 用い た 液晶モータの 原理 を 示す．液 晶モー

タは ，
一

方の 基 板に 垂直配向処理 を，他方の 基板 に 円 形の ラ ビ ン

グ処理 を 行う。 その た め，両基板の ラ ビン グ中心 を あ わせ る 必要

がな い 。微小物体 の 代わ りに フ ィ ル ム 状 の 回 転子 を導 入 し，背
流に よ り回 転させ る こ とで，回転軸を通 して セ ル外に トル クを取

出す こ とが可能 とな る。液 晶モ ータは 構造 的に 見て、従来 モ ー

タ よ り薄型にで き る とい う利点 があ る 。

3．実験

　回転子 の運 動 を確 認す るため に，ITO 透明電 極塗布 ガラ ス を

用 い て極間 20μm の HAN セ ル を 作成 し，実 験 を 行 っ た．液 晶は

5CB を用 い ，回転子 と して厚 さ 16μ m の PET フィ ル ム を セ ル に

導入 した．た だ し，今回 は 回 転軸 を取 り付 け ず フ ィ ル ム の運 動の

み を 観察した．フ ァ ン ク シ ョ ン ジ ェ ネ レ
ー

タか らの 出力を ア ンプ

で増 幅 しセ ル に 印加 した．フ ィ ル ム の動 きは 偏光 ビデオ顕 微鏡

に よ り撮影 した．図 2 は，矩形波電 圧 印加 に よ る HAN セ ル 中の

フ ィ ルム の 運動 を 60 秒 ご とに記録 した顕微鏡画像で ある．周波

数 400Hz ，電 圧 ＋40V ，デ ュ
ー

テ ィ 比 5％ の 矩 形波を 印加す る と，
フ ィ ル ム が 同図 （a ）→ （b）→ （c ）→ （d）の よ うに 回 転運動 した．
こ の 時 の 駆動速 度 は 13μm 〆s であ っ た，
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Fig．1　 HAN セ ル を用 い た液晶モ ー
タ
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Fig．2　 HAN セ ルにおけ る シート状 物体の 運動
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